
区　　分 16年度 15年度 改正内容

医
療
保
険
分

所得割（所得に応じて計算） 7.02%↑ 6.49% 0.53％の引き上げ

資産割（資産に応じて計算） 30%↑ 26.90% 3.1％の引き上げ

均等割（加入者数に応じて計算） 29,000円↓ 31,462円 1人当り△2,462円

平等割（世帯数に応じて計算） 33,400円↓ 34,634円 1世帯当り△1,234円

介
護
保
険
分

所得割（所得に応じて計算） 0.69%↑ 0.53% 0.16％の引き上げ

資産割（資産に応じて計算） 4%－ 4% 据え置き　

均等割（加入者数に応じて計算） 5,120円↓ 6,112円 1人当り△992円

平等割（世帯数に応じて計算） 3,200円↓ 3,900円 1世帯当り△700円

　
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）は
、
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
し

て
い
る
み
な
さ
ん
が
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
際
の
医
療
費
や
出
産
育
児

一
時
金
、
葬
祭
費
と
い
っ
た
費
用
に
充
て
ら
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

国
保
税
は
、
そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
病
院

な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担
金
と
国
・
県
・
町
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
差

し
引
い
た
分
に
な
り
ま
す（
図
１
参
照
）。
こ
こ
で
は
、
今
年
度
の
国
保

税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。　

国
保
税
は
、
算
出
さ
れ
た
国

保
税
の
額
を
加
入
者
の
み
な
さ
ん

に
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
所
得
な
ど
に
よ
り
負
担
す
る

応
能
割（
所
得
割
・
資
産
割
）と
加

入
者
数
や
世
帯
な
ど
で
負
担
す
る

応
益
割（
均
等
割
・
平
等
割
）で
、

あ
ん
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
世
帯

ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の
予

算
に
つ
い
て
は
、
長
引
く
経
済
・

雇
用
情
勢
の
低
迷
に
よ
る
個
人
所

得
の
落
ち
込
み
や
、
高
齢
者
を
中

病院などで支払う 
一部負担金 

国・県・町など 
からの補助金 

国・県・町など 
からの補助金 

国保税 
その年に 
予測され 
る医療費 

心
と
し
た
医
療
費
の
増
加
を
背
景

に
、
昨
年
度
ま
で
の
税
率
で
試
算

し
た
場
合
、
約
１
，８
０
０
万
円

の
税
収
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
16
年
度
の
税
率
を

改
正
し
ま
し
た（
表
１
参
照
）。

　

税
率
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、

加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
負
担
を
少
し

国
保
だ
よ
り｜

｜
｜

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
町
民
課
　
�
62｜

２
１
１
４

で
も
軽
減
す
る
た
め
に
、
国
保

基
金
を
最
大
限
充
当
す
る
と
と
も

に
、
所
得
割
・
資
産
割
と
い
っ
た

負
担
能
力
に
応
じ
た
割
合
を
引
き

上
げ
、
均
等
割
・
平
等
割
と
い
っ

た
受
益
に
応
じ
た
割
合
を
引
き
下

げ
る
こ
と
で
、
低
所
得
者
層
へ
の

負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
国

保
の
財
政
が
苦
し
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税

の
負
担
も
重
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
健
康
管
理
を
心
が

け
て
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
る
な
ど
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

通
常
よ
り
有
効
期
限
の
短
い

「
短
期
被
保
険
者
証
」や
、
病
院
な

ど
の
窓
口
で
、
い
っ
た
ん
医
療

費
の
全
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
る

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」が
交
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
期

ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
分
割
納
付
な
ど
も
で
き
ま
す

の
で
、
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
は
、
異
文
化
を
直

接
肌
で
感
じ
、
今
ま
で
学
習
し
た

英
語
を
試
す
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

ペ
ン
テ
ィ
ク
ト
ン
市
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
こ
の
事
業
の
初

回
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
今
で
は
家
族
同
様
に

歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
。

　

午
前
中
は
、英
会
話
研
修
を
し
、

午
後
は
市
庁
舎
訪
問
や
、
農
場
訪

問
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

週
末
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で

過
ご
す
な
ど
交
流
を
深
め
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
最
終
日
に
は
、「
さ

よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」が
行
わ
れ
、

お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
全
員
で

「
よ
さ
こ
い
踊
り
」を
披
露
す
る
予

定
で
す
。

で
、
７
月
28
日（
水
）
夕
方
に
成

田
空
港
を
出
発
し
、
８
時
間
30

分
の
飛
行
後
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク

バ
ー
空
港
に
到
着
し
ま
す
。

　

日
本
と
の
時
差
は
16
時
間
あ

る
た
め
、
鏡
石
を
出
発
し
た
日
の

午
前
中
に
到
着
す
る
と
い
う「
時

差
」を
体
験
し
、
カ
ナ
ダ
研
修
が

始
ま
り
ま
す
。

　

雄
大
な
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ

ー
、
青
く
澄
み
き
っ
た
湖
な
ど
想

像
を
超
え
る
大
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ

が
団
員
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
真
夏
に
雪
上
車
に
乗
り
大

氷
原
の
上
を
歩
く
な
ど
、
カ
ナ
ダ

で
し
か
味
わ
え
な
い
貴
重
な
体
験

を
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
海
外
文
化
学
習

事
業
の
メ
イ
ン
と
な
る
の
は
ペ
ン

テ
ィ
ク
ト
ン
市
で
の
６
泊
の
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
に
な
り
ま
す

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
町
で
は
、

こ
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
中
学
２

年
生
19
人
を
カ
ナ
ダ
に
派
遣
し

ま
す
。
異
文
化
体
験
を
通
し
て

21
世
紀
を
担
う
人
材
育
成
を
目

的
に
平
成
８
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
７
月
28

日（
水
）
か
ら
11
日
間
の
日
程
で

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
第
９
回
海
外
文
化
学
習

事
業
の
団
員
に
は
、
左
表
の
と
お

り
男
子
７
人
・
女
子
12
人
の
計

19
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
カ
ナ
ダ
西
部
の
ブ
リ

テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
ア
ル

バ
ー
タ
の
２
つ
の
州
を
中
心
に
、

11
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
程
の
概
要
は
下
表
の
と
お
り

No. 氏　　名 性別 住所

1 板　倉　美　穂 女 前　　山

2 稲　田　有　紀 女 蒲之沢町

3 鵜　沼　有加里 女 成　　田

4 面　川　志　帆 女 中　　町

5 坂　口　　　恵 女 蒲之沢町

6 佐久間　詩　織 女 桜　　岡

7 鈴　木　梨唯奈 女 岡 ノ 内

8 滝　田　友　世 女 大　　池

9 播　本　実　加 女 堀　　米

10 森　　　智　美 女 北　　町

11 吉　田　朝　美 女 成　　田

12 吉　田　奈津希 女 成田原町

13 遠　藤　　　尚 男 久来石南

14 大河原　和　己 男 豊 郷 中

15 小　貫　秀　祐 男 中　　央

16 小　室　貴　義 男 中　　央

17 真　島　俊　哉 男 仁 井 田

18 森　合　亮　太 男 境

19 和　田　　　淳 男 旭　　町

月
日

訪
問
都
市

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

７
月

28
日（
水
）

集
合

鏡
石
町
出
発

成
田
空
港

バ
ン
ク
ー

バ
ー
空
港

カ
ル
ガ
リ
ー

空
港

バ
ン
フ

全
員
集
合
後
、
出
発
式
。

貸
切
バ
ス
に
て
、
成
田
空

港
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ　

到
着
後
、
出
国
手
続
を
経

て
空
路
、
エ
ア
ー
カ
ナ
ダ

に
て
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ

入
国
手
続
後
、
国
内
線
に

て
カ
ル
ガ
リ
ー
へ　

カ
ル

ガ
リ
ー
よ
り
貸
切
バ
ス
に

て
バ
ン
フ
へ

７
月

29
日（
木
）
バ
ン
フ

終
日
：
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

ロ
ッ
キ
ー
見
学

※
レ
イ
ク
ル
イ
ー
ズ
・
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
氷
原
等

７
月

30
日（
金
）

バ
ン
フ

ペ
ン
テ
ィ
ク

ト
ン

貸
切
バ
ス
に
て
、
ペ
ン

テ
ィ
ク
ト
ン
へ

※
途
中
、
ヨ
ー
ホ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
見
学　

到
着
後
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ

レ
モ
ニ
ー
（
市
長
参
加
予

定
）　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
各
家
庭
へ

７
月
31
日

（
土
）〜
８

月
２
日

（
月
）

ペ
ン
テ
ィ
ク

ト
ン

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過

ご
し
ま
す

８
月

３
日（
火
）
ペ
ン
テ
ィ
ク

ト
ン

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
登

校　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン　

英
語
研
修　

周
辺
地

域
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ

ア
ー　

市
長
表
敬
訪
問
と

消
防
署
等
の
市
内
見
学

８
月

４
日（
水
）
ペ
ン
テ
ィ
ク

ト
ン

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
登

校　

英
語
研
修　

オ
カ
ナ

ガ
ン
農
場
訪
問　

さ
よ
な

ら
パ
ー
テ
ィ
ー
＆
修
了
式

８
月

５
日（
木
）

ペ
ン
テ
ィ
ク

ト
ン

バ
ン
ク
ー

バ
ー

ペ
ン
テ
ィ
ク
ト
ン
よ
り
バ

ン
ク
ー
バ
ー
へ

到
着
後
、
ス
タ
ン
レ
ー

パ
ー
ク
見
学

８
月

６
日（
金
）

バ
ン
ク
ー

バ
ー

バ
ン
ク
ー

バ
ー
空
港

市
内
観
光
し
な
が
ら
空
港

へ 

空
路
、
エ
ア
ー
カ
ナ

ダ
に
て
成
田
空
港
へ

８
月

７
日（
土
）
成
田
空
港

鏡
石
町
着

成
田
空
港
第
二
タ
ー
ミ
ナ

ル
到
着
後
、
専
用
バ
ス
に

て
鏡
石
へ

到
着
後
、
解
散

45

国
保
税
の
税
率
を
改
正

日
頃
の
健
康
管
理
が
大
切

国
保
税
を
納
め
ず
に
い
る
と

広報かがみいし　平成16年７月号

※金額は、県民税均等割 1,000 円を含んでいます

　個人住民税均等割は、地方公共団体による様々な行
政サービスの対価として、広く住民が地域社会の費用
の一部を等しく分担するものであり、負担分任の性格
を有する個人住民税の基礎的な部分です。
　従来、均等割については、市町村の人口段階別に区
分されていましたが、地方税法改正により、平成 16
年度課税から下表のとおり改正されました。

平成 15 年度まで
平成 16 年度

以降

人口 50 万以上の市 4,000 円

4,000 円人口５万以上 50 万未満の市 3,500 円

その他の市及び町村 3,000 円

町県民税均等割が改正されました

※国保の加入者がいる世帯の世帯主が納税義務者となります

　（ただし納める税金は、国保の加入者分のみ）

※介護保険分は、40 歳以上 65 歳未満の方が対象となります

表１　税率の改正内容

＝第９回中学生海外文化学習事業＝

日
本
と
の
時
差
は
16
時
間

カ
ナ
ダ
の
家
族
が

お
出
迎
え

団 員 名 簿

平成14年にカナダを訪れた団員のみなさん

図１　国保税の決め方

研
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程


